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達古武地域自然再生実施計画

第 2章　対象区域の現況と自然再生に関する課題

　本実施計画は、釧路湿原流域の一部である達古武沼集水域を中心とした約 4,200 ヘクター

ルの達古武地域を対象とする。本章は、達古武地域における自然環境の課題を整理し、関係

する主体が自然再生を進めていく上での基本的な方向性について記述する。これらの記述は、

ＮＰＯ法人トラストサルン釧路（黒澤信道理事長）と環境省の協働事業の成果や、東部三湖

沼調査グループ（国立環境研究所・高村典子氏、北海道大学農学部・中村太士氏ら）による

調査結果を踏まえた上でまとめられた。

　なお、環境省が実施する自然林再生地区における事業実施計画については、第３章におい

て記述する。

2-1 達古武地域の位置

達古武集水域は、釧路湿原流域の東部に位置する小さな集水域の一つである（図 2-1）。

面積は、約 25万ヘクタールに及ぶ流域の約 1％にあたる 2,650 ヘクタールに過ぎないが、

湖沼・湿原・丘陵林などの環境がコンパクトに納まっている地域である。

　本計画では、この達古武沼の集水域に隣接する 3つの小さな集水域を合わせた約 4,200

ヘクタールの集水域を対象とする（図 2-2）。なお、達古武沼およびその北部は釧路湿原国

立公園および国指定鳥獣保護区に指定されている。
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図 2-1. 達古武沼集水域の位置
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使用画像／高解像度衛星イコノス衛星 （ c日本スペースイメージング ( 株 )）

図 2-2. 達古武地域の衛星写真 （2002 年 7 月撮影）
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2-2 達古武地域の自然環境の概要

　達古武地域は、本来広葉樹林が流域のほとんどを占めていたと考えられる（図 2-3 左）。

丘陵地には阿寒火山群の火山灰が堆積しているため、ミズナラが優占する落葉広葉樹林が広

がっていた。また、沢沿いや湿原周辺は、ハルニレ・ヤチダモ・ハンノキが優占する湿性落

葉広葉樹林となっていた。これらの森林は、度重なる伐採により、現在は小径木の多い二次

林となっている。また北部を中心にカラマツ・トドマツの針葉樹人工林が多く見られる（図

2-3 右）。

　達古武沼は水深が浅く、水生植物群落が発達する湖沼である。その周辺はヨシを主体とす

る湿原であるが、ヤチヤナギ・イソツツジなどを含む高層湿原に近い湿原も散在する。現在

は湿原の一部は農地化されているが、生態系の頂点に位置するタンチョウやオジロワシが繁

殖に利用し、湿原内には高層湿原も認められるなど、釧路湿原の生態系の小型版とも言える

特徴を持っている。

図 2-3. 達古武地域の過去と現在の植生と土地利用 （左 :1920 年代、 右 :2004 年） (5)  (6)

1920年代 2004年

面積 ha 比率 面積 ha 比率

自然林 3652 89% 2403 58%

湿原 335 8% 235 6%

人工林 0 0% 829 20%

二次草地 0 0% 204 5%

農地 5 0% 170 4%

市街地など 15 0% 167 4%

開放水面 138 3% 138 3%

合計 4145 100% 4145 100%

1920 年代 2004 年

大正時代の地形図を

元に推定

空中写真と現地踏査空中写真と現地踏査

を元に作成
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2-3 達古武地域の社会環境の概要

（1） 歴史の概要

　達古武地域は、明治時代の中期（1880 年代）から開発が始まっている。この地域は急傾

斜の丘陵地が多いため畑作には不向きで、戦前までは軍馬生産、森林伐採、薪炭生産が主な

産業であった。1934 年には国鉄釧網線が開通して細岡駅が設置され、その周辺にも集落が

形成されたが、住民の多くは国鉄の職員であった。

　1944 年には、達古武川周辺の湿原を農地化するために、河川改修が学徒動員によって行

われ、戦後に農地開発された。

　戦後になって馬産は衰退したが、戦後復興とともに森林の多くが薪炭・紙パルプ用として

伐採された。1960 年代以降にはカラマツの造林が道東全域で盛んとなり、本地域でもカラ

マツが広範囲に造林された。

　また、1960 年代以降は、いわゆる「原野商法」により、土地投機の対象として山林・原

野が小区画に分けられて売買され、不在地主が増加した。

（２） 人口と産業

　達古武地域は、北部が標茶町、南部が釧路町に属する。集落は、釧路町に細岡地区と達古

武地区の 2つがあり、標茶町には存在しない。2つの集落には合わせて 21世帯 57 人が居

住している（2005 年現在）。公共施設としては、達古武沼北岸に釧路町営達古武オートキャ

ンプ場があり、達古武集落に旧学校施設等を利用した郷土館・集会場が開設されている。

　達古武地域の主産業は農林業であり、達古武沼の南東部や中ノ沢周辺では酪農・畜産業が

営まれている。また北東部は製紙会社の社有林が広がっており、林業が営まれている。

　達古武沼には漁業権が存在しないが、ワカサギの養殖・放流などが行われている。観光業

としては、細岡地区に湿原展望台やカヌーポートがあり、湿原の観察・利用を主体とした観

光利用がなされている。

（３） 土地所有状況

　本地域には、国有林はなく、ほとんどが私有

地と公有地からなっている。特に私有地が 9割

以上を占めており、さらに域外の土地所有者が

多い傾向にある（図 2-4）。「原野商法」などによ

る道外所有者は 17％にも上る。

　また、この地域ではNPO法人が環境保全のた

めのナショナルトラスト運動を進めており、約

3％の土地が買い上げられている。

図 2-4. 森林調査簿による土地所有者の区分図 2-4. 森林調査簿による土地所有者の区分 (6)

私有地（道内者）私有地（道内者）

私有地（道外者）私有地（道外者）

国公有地

ナショナルトラスト地ナショナルトラスト地




